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2019年度 公益財団法人日本陸上競技連盟競技規則修改正（案）             

現行＆修改正：変更  現行：削除  修改正：追加、挿入  現行＆修改正：移動 

ﾍﾟｰｼﾞ 条項 現    行 修 改 正 案 

第１部 競技会役員 
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第 113条 医事代表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 119条 ジュリー 

 ・・・。 

 競技会に責任があるＩＡＡＦあるいは主催者は

審議に参加できないジュリーが生じた時のため

に 1 人もしくは 2 人の交代要員を指名しなくて

はならない。 

 上記競技会以外でも・・・考える場合は同様なジ

ュリーを設けるべきである。 

 

第 120条 競技会役員 

 ・・・ 

 トランスポンダー主任 (第 128条、165条) 

                    １人 

 トランスポンダー主任補佐  適切な人数 

◇スタートコーディネーター (第 129条) １人 

 ・・・ 

 

 

第 125条 審判長 

７．審判長は、・・・、同日または別の日に行う。 

       〔参照 第 146条 4、第 163条 2〕 

 

 

 

第 113条 医事代表 

〔注意〕 

ⅲ 上記(d)によって出場を止めさせられたり、競

技を中止させられたりしたフィールド競技の

競技者が試技をしていなかった場合、リザルト

では DNSと表記される。しかし、試技を行った

場合には試技の結果は成立し、競技者はその結

果に従って扱われる。この指示に従わない競技

者は失格となり、その種目においてそれ以後、

競技する権利を失う。 

 

ⅳ 上記(d)によって出場を止めさせられたり、競

技を中止させられたりした混成競技の競技者

は、もし最初の種目に出場していなければ DNS

と記録される。しかしスタートしていれば第

200 条 10 項が適用される。この指示に従わな

い競技者は失格となり、その種目においてそれ

以後、競技する権利を失う。 

 

〔国内〕 

ⅰ 主催者によって任命された医師は、競技者の

生命・身体保護の観点から、競技中止を命じる

ことができる。医師から中止を命じられた競技

者は、直ちに競技を中止しなければならない。 

ⅱ 医務員は、競技者の生命・身体保護の観点か

ら、競技者が競技を行うことに問題があると認

めた場合、直ちに審判長に報告しなければなら

ない。 

 

第 119 条 ジュリー 

 ・・・。 

 競技会に責任があるＩＡＡＦあるいは主催者は

審議に参加できないジュリーに欠員が生じた時

のために 1 人もしくは 2 人の交代要員を指名し

なくてはならない。 

 上記競技会以外でも・・・考える場合は同様にジ

ュリーを設けるべきである。 

 

第 120条 競技会役員 

 ・・・ 

 トランスポンダー主任 (第 128条、165条) 

                    １人 

 トランスポンダー主任補佐  適切な人数 

 トランスポンダー係     適切な人数 

◇スタートコーディネーター (第 129条) １人 

 ・・・ 

 

第 125条 審判長 

７．審判長は、・・・、同日または別の日に行う。 

       〔参照 第 146条 4、第 163条 2〕 

〔国内〕 

 審判長は、競技者の生命・身体保護の観点から、

競技の中止を命じることができる。審判長から
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第 128条 計時員、写真判定員と 

         トランスポンダー主任 

 

４．トランスポンダー計時システムを使用すると

きはトランスポンダー主任と適切な人数のトラ

ンスポンダー主任補佐が任命されなければなら

ない。 

 

中止を命じられた競技者は、直ちに競技を中止

しなければならない。 

 

第 128条 計時員、写真判定員と 

         トランスポンダー係 

 

４．トランスポンダー計時システムを使用すると

きはトランスポンダー係が任命され、その中か

らトランスポンダー主任と適切な人数のトラン

スポンダー主任補佐が任命されなければならな

い。 

 

 

第２部 競技会一般規則 

17 

 

 

 

 

 

178 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

179 

 

 

 

142 

-2 

 

 

 

 

144 

-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

144 

-2 

 

 

第 142条 申し込み 

2．外国人が日本の競技会に出場する場合は、・・・

許されない。国際競技会における競技者の参加

資格は、技術代表に対し相反するものでない場

合は受け入れられる。 

 

第 144条 競技者に対する助力 

診察および助力 

１．診察、治療、理学治療は、・・・競技中であろ

うと、助力である。 

 

〔注意〕 

 競技区域は、通常、柵などで物理的に仕切られて

いるが、本条の解釈上、競技が行われ、競技者と

関連規則・諸規程で認められた者のみが立ち入る

ことのできる区域と定義される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．競技中、競技場内で、助力を与えたり受けたり

している競技者は・・・ 

 

 

第 142条 申し込み 

2．外国人が日本の競技会に出場する場合は、・・・

許されない。国際競技会における競技者の参加

資格は、技術代表に対し反対の申し出がない限

りは受け入れられる。 

 

第 144条 競技者に対する助力 

診察および助力 

１．診察、治療、理学治療は、・・・競技中であろ

うと、助力である。 

 

〔国内〕 

ⅰ 転倒や意識混濁、疾病等により明らかに通常

歩行や競技続行が困難となり、立ち止まりや横

臥等の行動を行う競技者に対して、審判員や公

式の医療スタッフが声掛けを行うことは、助力

とは見なさない。声掛けを行った審判員や公式

の医療スタッフは直ちに審判長または医師に

状況を報告し、本人がなお競技続行の意思を持

っていても、競技者の生命・身体保護の観点か

ら審判長もしくは医師の判断で競技を中止さ

せることができる。 

ⅱ 当該選手が所属するチームスタッフから競技

を中止させたいとの申し出があった場合、当該

申し出を受けた審判員は直ちに審判長に報告

し、競技者の生命・身体保護の観点から、本人

がなお競技続行の意思を持っていても、審判長

の判断で競技を中止させることができる。 

 ⅲ 転倒や意識混濁、疾病等により明らかに通常

歩行や競技続行が困難となり、立ち止まりや横

臥等の行動を行う競技者に対して、審判員や公

式の医療スタッフが一時的に介護するために

競技者の身体の一部に触れることは、助力とは

見なさない。 

 

〔注意〕 

 競技区域は、通常、柵などで物理的に仕切られて

いるが、本条の解釈上、競技が行われ、競技者と

関連規則・諸規程で認められた者のみが立ち入る

ことのできる区域と定義される。 

 

2．競技中、競技区域内で、助力を与えたり受けた

りしている競技者は・・・ 

 

 



3 

179 

 

 

 

 

187 

 

 

 

 

 

 

 

191 

144 

 -3 

 

 

 

146 

-11 

 

 

 

 

 

 

149 

-3 

 

 

 

 

3.(e) 当該競技に関係するしないにかかわらず、

競技役員が助言またはその他の支援を提供する

こと（競技指導を行う、長さの跳種目で失敗を示

す場合を除き・・・）。 

 

第 146条 抗議と上訴 

〔国内〕 

 2 ジュリーをおく競技会における抗議の文書

は、総務または抗議の手続きについての任務を

有する総務員に提出し、審判長を経てジュリー

に回付する。 

 

 

第 149条 記録の有効性 

3. 予選ラウンドで達成された記録、走高跳と棒

高跳の・・・規定により、審判長が再レースと判

断した競技（レース）の全部または一部の記録、

混成競技で・・・扱われる。 

 

 

3.(e) 当該競技に関係するしないにかかわらず、

競技役員が助言またはその他の支援を提供する

こと（競技指導を行う、長さの跳躍種目で失敗を

示す場合を除き・・・）。 

 

第 146条 抗議と上訴 

〔国内〕 

 2 ジュリーをおく競技会における上訴の文書

は、総務または抗議の手続きについての任務を

有する総務員に提出し、審判長を経てジュリー

に回付する。 

 

 

第 149条 記録の有効性 

3. 予選ラウンドで達成された記録、走高跳と棒

高跳の・・・規定により、審判長が再試技（再レ

ース）と判断した競技（レース）の全部または一

部の記録、混成競技で・・・扱われる。 

第 3部 トラック競技 
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第 160条 トラックの計測 

1．標準的な・・・白とする。 

  曲走路の縁石の一部がフィールド競技のた

め、一時的にはずされる場合、縁石直下の場所に

幅 50㎜の白線を引き、高さ 200㎜以上のコーン

あるいは旗を間隔 4ｍ以内で、・・・置く。 

 

〔国内〕 

 2010年 3月 31日以前に建造されたトラックに関

しては、トラックおよび走路を全面改修するま

では、レーンの幅は 1ｍ250でもよい。 

 

 

第 162条 スタート 

2．(c) 第 162条 5を適用して行うレースでは、ス

ターターは、選手が位置についた後でもスター

トの準備が全て整っていないと判断したり、ス

タートを中断しようと考えた場合には、「Stand 

Up（ｽﾀﾝﾄﾞ･ｱｯﾌﾟ：立って）」の言葉を用いる。 

 

 

 

 

 

 

第 163条 レース 

5．第 1条 1の競技会および国内競技会では、 

(a) 800ｍ競走では・・・許される。 

  ブレイクラインは、・・・コーン、角柱、また

は適当な目印となるものを各レーンとブレイク

ラインの交差する直前の各レーン上に置かねば

ならない。 

 

〔国内〕 

(5) 第２レーンから・・・ならない。 

   各レーンの正当なスタートの位置を前に出す

距離は、レーンの幅が１ｍ250、直線の長さ 80ｍ

とするとつぎの数値になる。 

第 160条 トラックの計測 

1．標準的な・・・白とする。 

  曲走路の縁石の一部がフィールド競技のた

め、一時的にはずされる場合、縁石直下の場所に

幅 50㎜の白線を引き、高さ 150㎜以上のコーン

あるいは旗を間隔 4ｍ以内で、・・・置く。 

 

〔国内〕 

 レーン（走路）の幅は 1ｍ220 とする。レーンの

幅が 1ｍ250 で公認継続している競技場は、走路

の全面改修および公認満了が 2021 年 4 月 1 日

以降の検定から 1ｍ220 の基準を適用する。 

 

第 162条 スタート 

2．(c) 第 162条 5を適用して行うレースでは、ス

ターターは、選手が位置についた後でもスター

トの準備が全て整っていないと判断したり、ス

タートを中断したりしようと考えた場合には、

「Stand Up（ｽﾀﾝﾄﾞ･ｱｯﾌﾟ：立って）」の言葉を用

いる。 

〔国内〕 

 スタートの準備が全て整っていない、スタート

を中断しようと考えた場合には、「立って」の言

葉を用いる。 

 

第 163条 レース 

5．第 1条 1の競技会および国内競技会では、 

(a) 800ｍ競走では・・・許される。 

  ブレイクラインは、・・・コーン、角柱、また

は適当な目印となるものを各レーンとブレイク

ラインの交差する直前の各レーンのライン上に

置かねばならない。 

 

〔国内〕 

(5) 第２レーンから・・・ならない。 

   各レーンの正当なスタートの位置を前に出す

距離は、レーンの幅が１ｍ220、直線の長さ 80ｍ

とするとつぎの数値になる。 



4 

 

 

 

 

 

 

212 

 

 

 

219 

 

 

 

 

241 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

244 

 
 
 
 
 
 
163 
-15 

 
 
165 
-24 

 
 
 
170 

-3 
 
 
 
 
 
 
 
 
170- 

10 
 
 
 
 

  第１レーン  0    第２レーン     8㎜ 

  第３レーン 36㎜  第４レーン    83㎜ 

  第５レーン 150㎜   第６レーン  237㎜ 

  第７レーン 343㎜  第８レーン  469㎜ 

 

 

15．(b) 10,000m を超えるトラック種目において

は、飲食物・水・スポンジ供給所を設けなくては

ならない。 

 

第 165条 計時と写真判定 

24．(e) すべてのレースで、0.1 秒単位が厳密に

「.0」にならない場合は次のより長い秒に変換す

る（切上げる）。 

 

第 170条 リレー競走 

3．4×100ｍR と 4×200ｍR の全走者間、およびメ

ドレーリレーの第 1 走者と第 2 走者間、第 2 走

者と第 3走者間のテイク・オーバー・ゾーンは 30

ｍとし、ゾーンの入口から 20ｍが基準線となる。

ゾーンは、走る方向において・・・ 

 

 

 

 

10．リレーメンバーが走ることができるのは 1 区

間だけである。リレーチームの編成メンバーは、

どのラウンドにおいてもその競技会のリレーま

たは他の種目に申し込んでいる競技者であれば

出場することができる。ただし、本連盟の公認競

技会では、どのラウンドにおいても出場するメン

バーのうち少なくとも 2 人はリレーに申込んだ

競技者でなければならない。最初のラウンドに出

場した競技者は、その後のラウンドを通して、2

人以内に限り、他の競技者と交代することができ

る。この規則に従わなければ、そのチームは失格

となる。 

〔国内〕 

 1 申込みのときのチームの編成は、原則として 

   6人以内とする。 

 2 交代とは、一度出場した競技者が他の競技者 

     と代わることであり、最初のラウンドにおい 

     てリレーに申し込んでいない競技者が出場 

     する場合は交代とは見なさない。 

 3 前のラウンドに出場した競技者が一度他の 

     競技者と代わり、再びリレーチームに戻る場 

     合は、新たな交代競技者数には加算しない。 

 

 

  第１レーン  0    第２レーン    8㎜ 

  第３レーン 34㎜  第４レーン    79㎜ 

  第５レーン 143㎜   第６レーン  225㎜ 

  第７レーン 326㎜  第８レーン  446㎜ 

  第９レーン 585㎜ 

 

15．(b) 10,000m を超えるトラック競技では、飲

食物・水・スポンジ供給所を設けなくてはならな

い。 

 

第 165条 計時と写真判定 

24．(e) すべてのレースで、0.1 秒単位が厳密に

「.0」にならない場合は次のより長い 1 秒に変

換する（切上げる）。 

 

第 170条 リレー競走 

3．4×100ｍR と 4×200ｍR の全走者間、およびメ

ドレーリレーの第 1 走者と第 2 走者間、第 2 走

者と第 3 走者間のテイク・オーバー・ゾーンは

30ｍとし、ゾーンの入口から 20ｍが基準線とな

る。メドレーリレーの第 3走者と第 4走者間、4

×400ｍR およびそれ以上の距離で行われるリレ

ーのテイク・オーバー・ゾーンは基準線を中心に

20ｍとする。ゾーンは、走る方向に・・・ 

 

10．リレーメンバーが走ることができるのは 1 区

間だけである。リレーチームの編成メンバーは、

どのラウンドにおいてもその競技会のリレーま

たは他の種目に申し込んでいる競技者であれば

出場することができる。最初のラウンドに出場し

た競技者は、その後のラウンドを通して、最大  

4人まで他の競技者と交代することができる。こ

の規則に従わなければ、そのチームは失格とな

る。 

 

 

 

〔国内〕 

 1 申込みのときのチームの編成は、原則として 

   6人以内とする。 

2 どのラウンドにおいても出場するメンバー 

   のうち少なくとも 2人はリレーに申し込んだ 

   競技者でなければならない。 

3 最初のラウンドに出場した競技者は、その後 

   のラウンドを通して、2人以内に限り、他の 

     競技者と交代することができる。 

 4 交代とは、一度出場した競技者が他の競技者 

     と代わることであり、最初のラウンドにおい 

     てリレーに申し込んでいない競技者が出場 

     する場合は交代とは見なさない。 

 5 前のラウンドに出場した競技者が一度他の 

     競技者と代わり、再びリレーチームに戻る場 

     合は、新たな交代競技者数には加算しない。 
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第４部 フィールド競技 
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第 180条 総 則－フィールド競技 

6．〔注意〕 

ⅱ 第 146条 5の下で審判長が・・・、競技の順番

は当初のスタートリスト順とする。 

 

第 181条 総則－垂直跳躍 

4.(b)・・・。 

 競技者の優勝が決まった後、バーを上げる高さ

またはバーの上げ幅は当該審判員または審判長

と相談の上、競技者が決定する。 

 

〔国内〕 

 2004 年 1月 1日から 2010 年 3 月 31 日までに建

造された競技場において、踏切区域の幅は 1.22m

～1.25mとする 

 

〔国内〕 

 2004 年 1月 1日から 2010 年 3 月 31 日までに建

造された競技場において、踏切区域の幅は 1.22m

～1.25mとする 

 

 

〔国内〕 

 2004 年 1月 1日から 2010 年 3 月 31 日までに建

造された競技場において、踏切区域の幅は 1.22m

～1.25mとする。 

 

 

 

第 187条 総則－投てき種目 

2.〔国際〕 

 以下に述べる場合を除き用具は主催者が用意す

る。技術代表は・・・できる。ただし、それらが

ＩＡＡＦ承認済みで競技前にたにより検査を受

け合格のマークが記してあり、・・・。 

 

6．サークルの縁枠は、・・・材質とする。 

  サークルの中はコンクリート、アスファルトま

たは他の堅固で滑りにくい材質でつくる。この

内部の表面は水平で、サークルの縁枠の上端よ

り 20㎜（±6㎜）低くする。 

 

 

 

 

17.(b) やり投の場合は、・・・なければならない。

用具が一度地面に触れた後に、競技者が・・・と

見なされる。投てき物が落下した時に、助走路内

にいても・・・みなしてよい。 

 

第 190条 円盤投用囲い 

３．囲いの形状は図示してあるようにＵ字型とす

る。Ｕ字型の門口は 6ｍとし、投てきサークルの

中心から 5ｍ前方の位置とする。 

 

〔国際〕 囲いの形状は図示してあるようにＵ字

型とする。Ｕ字型の門口は 6ｍとし、投てきサー

クルの中心から 7ｍ前方の位置とする。 

第 180条 総 則－フィールド競技 

6．〔注意〕 

ⅱ〔国際〕 第 146条 5の下で審判長が・・・、競

技の順番は当初のスタートリスト順とする。 

 

第 181条 総則－垂直跳躍 

4.(b)・・・。 

 優勝が決まり最後の一人になったら、バーを上

げる高さまたはバーの上げ幅は、当該審判員ま

たは審判長と相談の上、その競技者が決定する。 

 

〔国内〕 

 助走路の幅は 1ｍ220 とする。助走路の幅が 1ｍ

250で公認継続している競技場は、助走路の全面

改修および公認満了が 2021年 4月 1日以降の検

定から 1ｍ220の基準を適用する。 

 

〔国内〕 

 助走路の幅は 1ｍ220 とする。助走路の幅が 1ｍ

250で公認継続している競技場は、助走路の全面

改修および公認満了が 2021年 4月 1日以降の検

定から 1ｍ220の基準を適用する。 

 

〔国内〕 

 助走路の幅は 1ｍ220 とする。助走路の幅が 1ｍ

250で公認継続している競技場は、助走路の全面

改修および公認満了が 2021年 4月 1日以降の検

定から 1ｍ220の基準を適用する。 

 

第 187条 総則－投てき種目 

2.〔国際〕 

 以下に述べる場合を除き用具は主催者が用意す

る。技術代表は・・・できる。ただし、それらが

ＩＡＡＦ承認済みで競技前に主催者により検査

を受け合格のマークが記してあり、・・・。 

 

6．サークルの縁枠は、・・・材質とする。 

  サークルの中はコンクリート、アスファルトま

たは他の堅固で滑りにくい材質でつくる。この内

部の表面は水平で、サークルの縁枠の上端より

20㎜（±6㎜）低くする。 

 〔国内〕 

 サークルの縁枠の上端より 20 ㎜（±3 ㎜）低く

する。 

 

 17.(b) やり投の場合は、・・・なければならない。

やりが一度地面に触れた後に、競技者が・・・と

見なされる。やりが落下した時に、助走路内にい

ても・・・みなしてよい。 

 

第 190条 円盤投用囲い 

３．囲いの形状は図示してあるようにＵ字型とす

る。Ｕ字型の門口は 6ｍとし、投てきサークルの

中心から 7ｍ前方の位置とする。 

 

〔国内〕 囲いの形状は図示してあるようにＵ字

型とする。Ｕ字型の門口は 6ｍとし、投てきサー

クルの中心から 5ｍ前方の位置とする。 
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図：円盤投専用囲い 

 

第 192条 ハンマー投用囲い 

３．囲いの形状は図示してあるようにＵ字型とす

る。門口は 6ｍとし、投てき用のサークルの中心

から 4ｍ200 前方の位置とする。開口部の幅 6ｍ

は囲いのネットの内側で計らなければならな

い。パネルあるいは掛け網のもっとも低い部分

の高さは、囲いの後部のパネルか掛け網部分は 7

ｍ以上、ピボット点につながる最前部の 2ｍの部

分は 9ｍ以上とする。 

 ハンマーが・・・・ 

 

〔国際〕 囲いの形状は図示したようにＵ字型と

する。門口は 6ｍとし、投てき用のサークルの中

心から 7ｍ前方の位置とする。パネルあるい     

は掛け網のもっとも低い部分の高さは、囲いの

後部のパネルか掛け網部分は 7ｍ以上、ピボット

点につながる最前部の 2ｍ 800 の部分は     

10ｍ以上とする。 

 

図：ハンマー投・円盤投兼用囲い 

 

図：ハンマー投専用囲い 

 

  

  

第 192条 ハンマー投用囲い 

３．囲いの形状は図示してあるようにＵ字型とす

る。門口は 6ｍとし、投てき用のサークルの中心

から 7ｍ前方の位置とする。開口部の幅 6ｍは囲

いのネットの内側で計らなければならない。パ

ネルあるいは掛け網のもっとも低い部分の高さ

は、囲いの後部のパネルか掛け網部分は 7ｍ以

上、ピボット点につながる最前部の 2ｍ800の部

分は 10ｍ以上とする。 

 ハンマーが・・・・ 

 

〔国内〕 囲いの形状は図示したようにＵ字型と

する。門口は 6ｍとし、投てき用のサークルの中

心から 4ｍ200前方の位置とする。パネルあるい     

は掛け網のもっとも低い部分の高さは、囲いの

後部のパネルか掛け網部分は 7ｍ以上、ピボット

点につながる最前部の 2ｍの部分は 9ｍ以上とす

る。 

 

 

第７部 競歩競技 

329 

～330 

230 

-7 

 

 

第 230条 競歩競技 

7.(c)ピットレーンは、・・・ならない。 

 いかなる場合でも４枚以上のレッドカードが出

た場合、当該競技者は失格となる。ピットレーン

に入るよう命じられても入らない場合や定めら

れた時間とどまらない場合、競歩審判員主任に

よって失格となる。 

 

   距離（その長さを含む）  時間 

    5000ｍ・ 5km    30秒 

   10000ｍ・10km     1分 

   20000ｍ・20km     2分 

   30000ｍ・30km     3分 

   40000ｍ・40km     4分 

   50000ｍ・50km     5分 

 

 

第 230条 競歩競技 

7.(c)ピットレーンは、・・・ならない。 

 ピットレーンに入るよう命じられても入らない

場合や定められた時間とどまらない場合、競歩

審判員主任によって失格となる。３枚目のレッ

ドカードを出された競技者をレースの終了間際

でピットレーンに入れることができなかった場

合、審判長は当該選手のフィニッシュタイムに

ピットレーンにとどまるよう定められた所定の

時間を加えて記録を修正し、必要に応じて順位

を修正しなければならない。いかなる場合でも

４枚以上のレッドカードが出た場合、当該競技

者は失格となる。 

 

  距離（その長さを含む)  時間 

   5,000ｍ・ 5kmまで     30秒 

  10,000ｍ・10kmまで       1分 

  20,000ｍ・20kmまで       2分 

  30,000ｍ・30kmまで       3分 

  40,000ｍ・40kmまで       4分 

  50,000ｍ・50kmまで       5分 

 

 

第 8部 道路競走 

334 

 

 

 

 

 

 

240 

 

 

 

 

 

 

第 240条 道路競走 

 

 

 

 

 

 

第 240条 道路競走 

〔注釈〕IAAF ロードレースラベル大会として行わ

れる競技会については、本規則に加え、IAAF   

Label Road Races Regulationsを適用する。 

 

距 離 

1．基本道路競走の標準となる距離は・・・ 
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3．コースは競技者の使用が許される道路として区

分されている個所の最短距離を測定する。 

 ・・・。 

〔国際〕 

第 1 条 1(a)(b)(c)(f)に該当する大会・・・、コ

ースの長さは、ＩＡＡＦ公認コース計測員が事前

に確認されているべきである。 

 

スタート 

6．レースは信号器、大砲・エアホーン・・・、レー

スをスタートさせなければならない。 

 

 

 

 

安全 

７．道路競走の主催者は、競技者および競技役員の

安全を確保しなければならない。 

〔国際〕 第 1 条 1(a)(b)(c)(f)に該当する競技会

では、主催者は道路を全面車両通行止にして、自

動車の通行を遮断しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.審判長が審判員または監察員またはそれ以外の

報告により競技者がコースをはずれ距離を短く

したと判定した場合、競技者は失格となる。 

 

 

11．監察員は・・・ならない。その他の監察員はレ

ース中コースに沿って移動し、観察を行う。 

3．コースは競技者の使用が許される道路として区

分されている場所の最短距離を測定する。 

・・・。 

〔国際〕 

第 1条 1(a)(b)(c)(f)に該当する大会・・・、コ

ースの長さは、ＩＡＡＦ公認コース計測員によっ

て事前に確認されているべきである。 

 

スタート 

6．レースは信号器、大砲・エアホーン・・・、レ

ースをスタートさせなければならない。 

〔国内〕 

 スタートの並び順は参加者の持ちタイムや申告

タイムの順に並べることが望ましい。 

 

安全 

７．道路競走の主催者は、競技者および競技役員の

安全を確保しなければならない。 

〔国際〕 第 1条 1(a)(b)(c)(f)に該当する競技会

では、主催者は道路を全面車両通行止にして、自

動車の通行を遮断しなければならない。 

〔国内〕 

ⅰ 審判長や医事代表もしくは主催者によって任

命された医師（以下、医師）が近くにいるとは

限らないので、走路上の審判員は常に競技者の

状態をチェックする。競技者が転倒や意識混

濁、疾病等により走行困難となって歩行、立ち

止まり、横臥等の行動に移った場合、審判員や

大会医療スタッフは直ちに声掛けを行ない、健

康状態の確認を行なう。この声掛けは助力とは

見なさない。 

ⅱ 競技者が転倒や意識混濁、疾病等により走行

困難となって歩行、立ち止まり、横臥等の行動

に移った場合、審判員や大会医療スタッフは必

要に応じて介護を行う。このために一時的に競

技者の身体に触れることは、助力とは見なさな

い。 

ⅲ 上記ⅰ、ⅱの事象が生じたときは、当該および

周囲の審判員または大会医療スタッフは直ち

に大会本部へ連絡を行い、審判長または医師の

判断による指示に従って、当該競技者に対応す

る。 

ⅳ 審判長または医師から中止を命じられた競技

者は、直ちに競技を中止しなければならない。 

ⅴ 大会主催者は、あらかじめ緊急時に備えた医

療体制（医師・医療スタッフの適切な配置、救

急搬送手順）や連絡体制（連絡用機器、連絡網）

等を整備し、関係者（競技者、チーム関係者、

審判員、大会医療スタッフ等）に対して、緊急

時対応について事前説明を行ったり競技注意

事項等に明記したりして、周知徹底しなければ

ならない。 

 

10.審判長が監察員や他の審判員、またはそれ以外

の大会関係者の報告により、競技者がコースを

はずれ距離を短くしたと判定した場合、競技者

は失格となる。 

 

11．監察員は・・・ならない。その他の監察員はレ

ース中コースに沿って移動し、監察を行う。 
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 〔国内〕 

 トランスポンダーを使用する場合、時間の判定

はトランスポンダーの記録で行うが、着順を厳

密に判定することが必要な大会の場合は、正確

な判定を行うために、フィニッシュ地点には写

真判定装置のようなカメラや高速度カメラ、フ

ィニッシュラインの両側から撮影するビデオカ

メラ等を設置することが望ましい。 

 

 

第 9部 クロスカントリー競走、マウンテンレース、トレイルレース 

343 

～346 

 第 251条 マウンテンレース 

第 252条 トレイルレース 

 

  ＜1つの条に集約・ほぼ全面改訂＞ 

 

第 251条 マウンテンレースとトレイルレース 

Ⅰ．総則 

コース 

1.（a）マウンテンレース・トレイルレースはさま

ざまな種類の地形（砂地、土の道、林道、一人し

か通り抜けられない森の小道、雪道等）や環境

（山、森林、平原、砂漠等）で行われる。 

 レースは主に未舗装のオフロードで行われる

が、コースの一部が舗装（アスファルト、コンク

リート、砕石等）されていても構わないものの、

最小限の距離に抑えられている必要がある。 

 既存の道路や小道をできるだけ使用する。 

(b)マウンテンレースに関しては、舗装路面で行わ

れるものにはいくつかの例外規定があるもの

の、コースに大きな高低差がある場合のみ実施

可能である。 

(c)コース上には競技者が地図を読むような特別

な技術を必要としない、容易に認識できる標識

を設置しなければならない。 

(d)トレイルレースに関しては、距離や高低差に制

限はないが、コースは自然環境に合わせて走る

ように設置されたものでなければならない。 

(e)マウンテンレースは伝統的に「 Uphill」

「Up&Down」に分類される。平均的な高低差は 1km

あたり約 50～250ｍ、距離は 42.2kmまでとする。 

スタート 

2．マウンテンレースとトレイルレースは、通常、

全競技者が一斉にスタートする。性別や年齢に

よるカテゴリーで分けてスタートすることもで

きる。 

安全・環境 

3．主催者は競技者と競技役員の安全を確保しなけ

ればならない。特に高地のために天候に左右さ

れやすい特殊な状況や利用可能な施設を考慮し

ておかなくてはならない。また、主催者はコース

設定時から競技中、競技終了後も環境保護に関

して十分に責任を持つ。 

 

器具 

4．マウンテンレースとトレイルレースは標高の高

い山を登るような特別な登山技術や登山用具、

特殊な装備等を使用するものではない。トレッ

キングポールの使用は主催者の裁量により認め

られることもある。主催者はレース中に競技者

が直面すると予想される状況により、競技者が

遭難を回避できるように、事故発生時等に通報

し救助が来るまでに安全に待機することができ

るような安全器具の携行を義務付けたり、推奨
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したりすることができる。 

レースの体制 

5．主催者は、あらかじめ最低限以下の内容を含む

競技会の規則を公表しなければならない。 

・担当責任者の詳細（氏名、連絡先） 

・競技種目と開始時間 

・競技に関する技術的情報：総距離、最大標高差 

        （エレベーション）、コースの主な難所 

・コースの詳細地図 

・コースの特徴 

・コース上の標識設置基準 

・コース上の監視ポイントや医療・救急拠点（該

当する場合） 

・携行が許可、推奨、必須となる器具（該当する

場合） 

・守るべき安全規則 

・処罰、失格に関する規則 

・制限時間と関門（該当する場合） 

 

Ⅱ．マウンテンレースとトレイルレースに関する

国際競技規則 

適用範囲 

6．以下に記載の競技規則は世界選手権では必ず適

用する必要があるが、他の全ての国際競技会に

も適用することを強く推奨する。世界選手権以

外の全てのマウンテンレースとトレイルレース

では、当該大会の規則や各国の規則を適用する

ことが優先されるが、もし国際競技規則により

実施する場合には、そのことを当該競技会の競

技規則に明記しなければならない。他の全ての

競技会においては、審判長が加盟国団体または

当該地域陸連、あるいは競技会を監督する機関

によって任命されたのならば、当該審判長は陸

上競技の一般規則を遵守しなければならない

が、マウンテンレースとトレイルレースに関す

る国際競技規則を強制してはならない。 

スタート 

7．スタートの合図は 400m を超えるトラック競技

で用いる方法で行う（参照 162条 2(b)）。多数の

競技者が出場するレースでは、スタート 5分前、

3分前、1分前の合図を行う。スタートまで 10秒

間のカウントダウンを行うこともできる。 

〔国内〕危険防止の観点から、スタートまで 10秒

間のカウントダウンは行わない。 

レース管理 

8．審判長が監察員や他の審判員、またはそれ以外

の大会関係者の報告により、競技者が以下のよ

うな行為を行ったと判定した場合、当該競技者

は失格となるか競技会規則で定められた罰則を

受ける。 

・コースを外れ、走るべき距離を短くした 

・他のものから走るペースに関する助力を受け

た 

・主催者が設置した場所以外で飲食物を受取っ

た 

・特に定められた競技会規則（競技注意事項等）

に従わなかった 

トレイルレースに関する特別規定 

9．(a)舗装面はコース全体の 25％を超えてはなら

ない。 
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(b)レースは「km-effort」（キロメートル・エフォ

ート）により分類される。「km-effort」は kmで

表される距離と、ｍで表される累積獲得標高を

100で除した値（小数点以下切捨て）の合計で計

測される。 

 km-effort ＝ 

      総距離(km)＋累積獲得標高(m)/100 

 （例）距離 65km、獲得標高 3500ｍのレースの 

    km-effort ： 65+3500/10＝100 

 この考え方により、レースは以下のように分類

される。 

     カテゴリー  km-effort 

            XXS      0 –  24 

       XS     25 –  44 

        S     45 –  74 

        M    75 – 114 

        L    115 – 154 

        XL    155 – 209 

        XXL    210以上 

(c)世界選手権ではショート（S）とロング（L）の

カテゴリーに基づいて競技が行われる。 

・ショート：距離 35～45km、 

      最小獲得標高 1500ｍ以上 

・ロング ：距離 75～85km 

(d)競技は自給自足の考え方によって行われ、競技

者はエイドステーション（補給所）間では、装備、

通信、飲食物について自分自身で責任をもって

対応しなければならない。 

(e)競技者は最低限、防寒毛布（最小サイズ 140×

200cm）、笛（ホイッスル）、携帯電話は常に携行

しなければならない。但し、レース中に競技者が

直面すると予想される状況によっては、主催者

は追加で携行必須器具を課すことがある。 

(f)公式競技会でのエイドステーション（補給所）

は、自給自足の原則を尊重するために十分な間

隔を空けて設置しなければならない。スタート

ラインからフィニッシュライン間の水供給拠点

を含むエイドステーション（補給所）設置の最大

数は、「km-effort」を 15で割った数（小数点以

下切捨て）とする。 

 （例）km-effort：58の場合：58/15＝3.86  

    スタートとフィニッシュ地点を除き、 

    最大 3か所のエイドステーションの設置 

    が認められる。 

〔注意〕 

ⅰ.上記式で算出されたエイドステーション（補

給所）の最大半数（小数点以下切捨て）までの

ステーションで、飲食物や人的援助を与える

ことができる。 

 （例）ステーションの最大数：3の場合： 

     3/2＝1.5 

    飲食物や人的援助を受けることができる 

    ステーションの最大数は 1か所。 

 残りのステーションでは飲料のみが与えら

れ、食料や人的援助は与えられない。 

ⅱ.人的援助が与えられるエイドステーション

（補給所）では、各国が個々のテーブルやスペ

ースが割り当てられ、国や領土の旗によって

見分けがつき、各国の公式スタッフが競技者

を援助できるように配置されなければならな
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い。テーブルはアルファベット順に配置され、

各チームは 1 テーブルあたり最大 2 名の公式

スタッフを配置することが認められる。 

ⅲ.競技者への援助（飲食物の提供）は、上記で

定められた通りのエイドステーション（補給

所）でのみ行なわれる。 

(g)明らかに同着であることが明白な時は、競技者

の意向により同着として認められる。 

マウンテンレースに関する特別規定 

10．マウンテンレースの種目は以下のように分類

される。 

・クラシック Uphill 

・クラシック Up＆Down 

・Vertical 

・長距離 

・リレー 

11．Vertical 以外の全ての種目は、コースの平均

斜度は 5％（または 1km あたり 50ｍ）から 25％

（または 1kmあたり 250ｍ）の間でなければなら

ない。コースが引き続き走れることを前提とし

て、最も好ましい平均斜度は約 10％～15％であ

る。これらの制限は斜度が 25％以上でなければ

ならない Vertical種目には適用しない。 

12．世界選手権では以下の種目と距離の競技が行

われる。 

・クラシック Uphill ：ジュニア（男子・女子） 

                  5～6km 

           シニア （男子・女子） 

                 10～12km 

・クラシック Up&Down ：ジュニア（男子・女子） 

                  5～6km 

           シニア （男子・女子） 

                 10～12km 

・Vertical ：少なくとも 1000ｍの上方向への 

       垂直高度。誤差±10ｍの精度で、 

       承認された方法で計測。 

・長距離  ：距離は 42.2kmを超えてはならず、 

       コースは主に山登り、または 

       山登りと山下りであること。 

       コースの総上昇高度は 2000ｍを 

       超えてはならない。 

       男子の優勝記録は 2～4時間で、 

       舗装面は総距離 20％未満でなけ 

       ればならない。 

・リレー  ：あらかじめ決められ知らされてい 

       れば、どんなコースででも、性 

       別・年齢が混在するチームでも 

       行うことができる。それぞれの 

       走る距離と高度はクラシック種 

       目の定義を考慮する。 

〔注〕 

ⅰ.世界選手権では、伝統的にクラシック Uphill

とクラシック UP&Down は大会の交互に行なわ

れる。 

13.スタート地点およびフィニッシュ地点におい

て、水やその他の適切な飲食物を提供するもの

とする。追加的な水、スポンジ供給所をコース沿

いの適切な場所に設ける。 
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その他 ： 計測単位表記の統一（148-4） 

 

第 10部 世界記録と日本記録 

351 

 

 

 

 

 

352 

 

 

 

 

 

 

 

356 

 

 

 

 

 

 

 

364 

 

 

 

 

 

260 

-15 

 

 

 

 

260 

-18 

 

 

 

 

 

 

261 

 

 

 

 

 

 

 

266 

-10 

第 260条 世界記録と日本記録 

15.（b）ある定められた時間内に達した距離を競

うレースは、ある一定距離のレースと併存して

もよい。（例 1時間走と 20,000 参照第 164条

3） 

 

18. 混成競技の世界記録 

 個々の種目の記録が第 280 条 8 で定められた条

件の下で達成されたものでなければならない。

それに加え、風力計測が求められる種目では平

均秒速（個々の種目で計測された風速を合計し、

これを種目数で割ったもの）は、2ｍを超えては

ならない。 

 

第 261条 世界記録が公認される種目 

フィールド種目 

 跳 躍：走高跳 棒高跳 走幅跳 三段跳 

 投てき: 砲丸投 円盤投 ハンマー投 やり投 

 

 

 

 

〔国内〕第 266条 日本記録と公認記録 

フィールド種目 

 跳 躍(4)：走高跳 棒高跳 走幅跳 三段跳 

 投てき(4): 砲丸投 円盤投 ハンマー投 

                                   やり投 

 

第 260条 世界記録と日本記録 

15.（b）ある定められた時間内に達した距離を競う

レースは、ある一定距離のレースと併存してもよ

い。（例 1時間走と 20,000ｍ 参照第 164条 3） 

 

 

18. 混成競技の世界記録 

 個々の種目の記録が第 200 条 8 で定められた条

件の下で達成されたものでなければならない。そ

れに加え、風力計測が求められる種目では平均秒

速（個々の種目で計測された風速を合計し、これ

を種目数で割ったもの）は、+2ｍを超えてはなら

ない。 

 

第 261条 世界記録が公認される種目 

フィールド種目 

 跳 躍：走高跳 棒高跳 走幅跳 三段跳 

 投てき: 砲丸投 円盤投 ハンマー投 やり投 

男女混合 

 競走、混成競技、競歩種目 

  写真判定のみ：  4×400ｍR（男女混合） 

 

〔国内〕第 266条 日本記録と公認記録 

フィールド種目 

 跳 躍(4)：走高跳 棒高跳 走幅跳 三段跳 

 投てき(4): 砲丸投 円盤投 ハンマー投 

                                   やり投 

男女混合 

 競走、混成競技、競歩種目 

  写真判定のみ：  4×400ｍR（男女混合） 
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日本陸上競技連盟駅伝競走規準 

373 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

374 
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-3 
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-3 

 

 

 

 

12 

-7 

 

第 5条 走 行  

2. 競技者が走行不能となった場合、即ち、歩いた

り、立ち止まったり、倒れた状態になったとき

は、役員、チーム関係者等によって、道路の左

端に移動させなければならない。その後、続行

さ せるかどうかは審判長、医師（医務員）の判

断による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3. 競技者が途中で競技を続行できなくなったと

き、または、競技 を中止させられた場合は、原

則として当該チームのその区間の 競技を無効

とする。 ただし、そのチームの競技の続行、記

録や 成績の取り扱いは、その大会の内規等によ

る。 

 

第 11条 助 力  

3.  正常な走行ができなくなった競技者を一時的

に介護するために、競技者の体に触れるのは助

力とはみなさない。 

 

 

第 12条 競技運営関係車両 

 

 

 

 

第 5条 走 行  

2. 競技者が走行不能となった場合、即ち、歩いた

り、立ち止まったり、倒れた状態になったときは、

役員、チーム関係者等によって、道路の左端に移

動させなければならない。その後、続行さ せる

かどうかは審判長、主催者によって任命された医

師の判断による。 

 

3．走行不能になった競技者の近くにいる審判員は

当該競技者に声掛けを行い、健康状態をチェック

しなければならない。その後、直ちに大会本部へ

状況報告を行い、審判長または主催者によって任

命された医師の判断による指示に従って、当該競

技者に対応する。審判長または主催者によって任

命された医師から中止を命ぜられた競技者は、直

ちに競技を中止しなければならない。 

 

4. 競技者が途中で競技を続行できなくなったと

き、または、競技 を中止させられた場合は、原

則として当該チームのその区間の 競技を無効と

する。 ただし、そのチームの競技の続行、記録

や 成績の取り扱いは、その大会の内規等による。 

 

 

第 11条 助 力  

3. 正常な走行ができなくなった競技者に審判員や

大会医療スタッフが声掛けを行なったり、一時的

に介護するために競技者の体に触れたりするこ

とは助力とはみなさない。 

 

第 12条 競技運営関係車両 

7. 救護車を使用する場合は、医師（医務員）また

は医療スタッフを同乗させることが望ましい。 

 

 


